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新年あけましておめでとうございます、院長の高橋淳一です。 新たな一年が幕を開け、皆様方には健

やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます。 昨年は「アベノミクス」なる新語も生まれ、今後に期待

の高まる一年となりましたが、今年はいったいどんな年になるのでしょう？ １月は何とも言えない“期

待感”や“不安感”が入り交じった独特の感覚を覚えますよね。  

ところで、皆さんは『初夢』を見られましたか？ 見たという方、それはどんな夢でしたか？ 私たち

日本人にとって初夢は、その年を占う大切なものでもありますよね。 よく、年が明けて最初に見た夢の

ことを「初夢」と呼ぶ方も多いですが、実際には“１月１日～３日”の間に見た夢のことを指すのだそう

です。 昔から言われている縁起の良い夢と言えば、『一富士（いちふじ）、二鷹（にたか）、三茄子（さ

んなすび）』です。 その中のどれかが夢の中に出てくると、縁起のいいことが起こるなんて言われてい

ますよね。 「初夢」が初めて文献に登場したのは鎌倉時代のようなので、「一富士、二鷹、三なすび」

は鎌倉時代以降に付け加えたものになるのでしょう。 昔から日本人は縁起を担ぐ風習がありましたか

ら、その風習が今でも大切にされているのですね。  

ただ、もし初夢で“悪い夢”を見てしまった方も不安にならないで下さい。 夢というものは、現実世

界に対する忠告や警告だったりしますから、体調に気をつける１つのきっかけとして受け入れてみて下さ

いね。  

一年のスタートである今月は、何かを始めたり、新たな目標を定める絶好のチャンスです。 普段の生

活を見直し、新たなことに目を向け、実りある一年にしたいですね。 今年も皆様にとって多くの歓びあ

る一年となりますよう、お祈り申し上げます。 まだまだ寒い日は続きますが、体調管理はしっかりとさ

れて下さいね。                                院長 高橋淳一 


